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◆新型コロナウイルス感染症への対応について 

今後、新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ず入学試験の実施内容（出願期間・試験日程・試

験内容・合格発表日など）に変更が生じる場合があります。その際は、本研究科 WEB サイトにてお知らせします

ので、随時確認するようにしてください。なお出願開始後に何らかの変更が生じた場合は、当該志願者に対して E

メールで連絡することがあります。 

また、試験場内では試験時間中を含めマスクを常に着用してください（写真照合時や休憩時間中の飲食時

を除く）。 
 

 

【お問い合わせ先】 

早稲田大学 所沢総合事務センター 大学院スポーツ科学研究科入試担当 

〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島 2-579-15 

E-mail： supoken-nyushi@list.waseda.jp 



【アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）】 

早稲田大学では、『学問の独立』の教育理念のもとで、一定の高い基礎学力を持ち、かつ知的好奇心が旺盛で、本学の理念である

進取の精神に富む、勉学意欲の高い学生を、わが国をはじめ世界から多数迎え入れている。 

 本研究科では、スポーツ科学に期待される社会的要請の高まりに対応し、スポーツ関連の幅広い事業分野で専門職として活躍し、スポ

ーツ科学の発展に大いに貢献できる人材を受け入れる。 

 修士課程 2 年制では、学術研究者および高度職業人を育成するために、スポーツ文化、スポーツビジネス、スポーツ医科学、身体運動

科学、コーチング科学、Health and Exercise Science、Sport Management の 7 つの研究領域において、スポーツ関連の幅広い

事業分野で活躍できる人材を求める。 

 また、実務経験者を対象とする修士課程 1 年制では、トップスポーツマネジメント、スポーツクラブマネジメント、健康スポーツマネジメント、

介護予防マネジメント、エリートコーチング、スポーツジャーナリズムの 6 つのコースにおいて、それぞれの分野で活躍できる人材を求める。 

 博士後期課程では、スポーツ科学に関わる豊かな学識を有し、高度な研究能力を備えたスポーツ科学の研究者となり得る人材を求め

る。 

 

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）】 

修士課程では、2 年制コース・1 年制コースともに、所属する研究指導の演習と、スポーツ科学研究科に設置されている講義科目の合

計で 30 単位履修することを修了要件とする。講義科目には、スポーツ科学のうちで教育課程に重要な課題を必要に応じて設置する。1

年制コースでは研究指導・演習・講義を通常時間外に行うことによって、社会人が勤務に支障をきたすことなく授業を履修できるように配

慮する。また他研究科の講義科目（8 単位以内）も所定の手続きを経たうえで履修単位に含めることができる。研究指導は、修士論文

の作成を主体として、研究の手法について全般的に指導する。すべての学生が修士論文を提出して審査に合格することを修了要件にす

る。 

博士後期課程では 1 人の研究指導担当教員が少数の学生に対して、博士論文の作成のための綿密な指導を行い、修業年限内に

博士論文を完成させられるようにする。また、博士学位論文を提出して審査に合格することを修了要件にする。 

 

【ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）】 

早稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多様な学問・文化・言

語・価値観の交流を育み、地球社会に主体的に貢献できる人材を育成する。 

修士課程 2 年制コースでは、学校教育や社会教育における指導者の養成のみならず、スポーツに関する高度な知識を身につけながら、

スポーツに関わる幅広い事業分野・ビジネス界における有能な専門職者として活躍する人材を養成する。また、新たなスポーツ環境づくりを

通して、生活の質の向上や望ましいスポーツライフの形成に貢献できる人材の育成を目指す。 

修士課程 1 年制コースはすでに実務経験を有する人材を対象とすることから、大学院での集中した教育を通して高度の知識を身につ

けさせ、各人の専門職者として活躍の舞台をさらに広げることを目的とする。 

博士後期課程では、スポーツ科学に関わる高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を有したスポーツ科学の研究者を養成する。 

 

●個人情報の取扱について 

 

●戸籍上の性別情報の収集について 

 

※この「入学試験要項」では、携帯電話・スマートフォン・タブレット・PHS・スマートウォッチ等の通信機能を持った機器をすべて含めて「携帯

電話等」と表記しています。

当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発表、入学手続およびこれに附随する業

務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要かつ適切な管理を行います。また、上記業務の全部

又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等により、必要かつ適切な管理を義務付けます。本学に提出された書類・

資料・論文および提供された情報等（「本提出書類等」といいます。）につき、その真正性等について、本学が発行元・提供元および論文審査

機関等に対して、本提出書類等を提供して問合せをすることがあります。出願者は本提出書類等を本学に提出または提供したことをもって、本

学がこの問合せを行うことに同意したものとします。これらの他、個人が特定されないように統計処理した個人情報を、大学における入学者選抜

のための調査・研究の資料として利用します。あらかじめご了承ください。 

当学では、入学試験の円滑な実施と入学手続の必要上、戸籍上の性別情報を収集しています。なお、性別情報収集にあたっては合理的

理由があると判断される必要最小限に留め行っています。 

https://www.waseda.jp/inst/diversity/support/sexual-minority/ 
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はじめに                                                            
◆この「入学試験要項」は、修士課程 1 年制の一般入学試験（エリートコーチングコースのみ）・社会人入学試験（トップスポ

ーツマネジメントコース、スポーツクラブマネジメントコース、健康スポーツマネジメントコース、介護予防マネジメントコース、スポー

ツジャーナリズムコース）の計 2 種類の入学試験について掲載しています。手続等を間違えないよう注意してください。 

 

◆入学後のミスマッチを防ぐために、出願前にご自身の希望する研究指導の担当教員とコンタクトを取り、担当教員とご自身の 

  考えている研究内容などを十分に相談してください。担当教員へは以下の事項を直接メールにて送付してください。 

 

●タイトル：大学院スポーツ科学研究科 事前コンタクトについて（ご自身のお名前） 

●本文に記入する事項： 

1) 指導を希望する教員名 

2) 希望する課程(修士課程 1 年制) 

3) 希望する入試形態(一般入試（エリートコーチングコースのみ）／社会人入試) 

4) 氏名・カナ氏名 

5) 自身の連絡先(携帯電話番号、メールアドレス等) 

6) 教員へ送付したい内容(教員への質問や相談などを詳細に明記すること) 

●送信先メールアドレス： 

当研究科Webサイトに掲載の「研究指導内容・コード一覧」内に掲載されている各教員のメールアドレス宛に直接ご連絡くだ

さい。また、早稲田大学研究者データベース（https://w-rdb.waseda.jp/search?m=home&l=ja）や研究室 HP

を検索し、各教員宛に直接ご連絡ください。 

 

※上記を調べても分からない場合、早稲田大学所沢総合事務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当宛に 

お送りください。当該教員に転送します。 

 

◆修士課程１年制『トップスポーツマネジメントコース』『スポーツクラブマネジメントコース』『健康スポーツマネジメントコース』『介護

予防マネジメントコース』『スポーツジャーナリズムコース』の授業（演習科目・講義科目）は早稲田キャンパスおよび東伏見キャ

ンパスで、夜間および土曜日を中心に開講します。なお、通常 2 年間かかる修士課程を 1 年間で修了することになるため、原

則ほぼ毎日授業が行われます。 

 

◆修士課程１年制『エリートコーチングコース』の授業（演習科目・講義科目）は所沢キャンパスで平日の昼間を中心に開講し

ます。なお、通常 2 年間かかる修士課程を 1 年間で修了することになるため、原則ほぼ毎日授業が行われます。 

 

1．募集内容                                                        
 

（１）出願資格 

入試種別ごとにいずれかに該当していること。 

※電話、メール等で出願資格有無の確認・回答は行っておりません。ご自身の出願資格について確認したい場合は、次ページ

記載の出願資格審査を申請してください。 

※文部科学省および各都道府県の認可によって設置されている「各種学校」は、出願資格審査が必須です。 

ご自身で該当を確認のうえ、出願資格審査に必要な手続を行ってください。（以下文部科学省ホームページ URL） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/main11_a1.htm 

https://www.waseda.jp/fsps/gsps/applicants/admissions/#anc_10
https://w-rdb.waseda.jp/search?m=home&l=ja
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/main11_a1.htm
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修士課程 1 年制 

入試種別 出願資格 

一般入学試験 

【対象】エリートコーチングコース 

以下①から⑥のいずれかに該当する者 

① 大学を卒業した者、および 2023 年 3 月までに卒業見込みの者 

② 大学評価・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、および 2023 年 3 月までに授与され

る見込みのある者 

③ 外国において通常の課程による 16 年の学校教育を修了した者、および 2023 年 3 月までに修了見

込みの者 

④ 文部科学大臣の指定した者 

 

＜以下⑤⑥該当の場合は別項目【出願資格審査】参照＞ 

⑤ 大学に 3 年以上在学し、または外国において学校教育における 15 年の課程を修了、または 2023

年 3 月までに修了見込みの者で、当研究科において、所定の単位を優れた成績をもって修得したも

のと認めた者 

⑥ 当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学までに 22 歳に達する者 

社会人入学試験 

【対象】トップスポーツマネジメントコース、スポーツクラブマネジメントコース、 

健康スポーツマネジメントコース、介護予防マネジメントコース、 

スポーツジャーナリズムコース 

原則として 3 年以上の実務経験を有し、入学までに以下①から⑤のいずれかの条件を満たす者。 

① 大学を卒業した者 

② 大学評価・学位授与機構により、学士の学位を授与された者 

③ 外国において通常の課程による 16 年の学校教育を修了した者 

④ 文部科学大臣の指定した者 

 

＜以下⑤該当の場合は別項目【出願資格審査】参照＞ 

⑤ 当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学までに 22 歳に達する者 

 

【出願資格審査】 

修士課程 1 年制(一般入学試験／社会人入学試験)の出願資格⑤、⑥で出願される方は、正規出願の前に当研究科におい

て出願資格の有無を書類によって審査する出願資格審査を行います。 

希望者はまずメールにより申請要領を請求したうえで、提出期限に間に合うように必要書類一式を郵送で提出してください。 

 

１）出願資格審査の申請要領等の申請 

E-mail: supoken-nyushi@list.waseda.jp (所沢総合事務センター宛) 

メールには最低限以下内容を記載してください。 

1) メール件名または本文に「大学院スポーツ科学研究科 出願資格審査要領・書類の送付希望」と記載 

2) 指導を希望する教員名 

3) 希望する課程(「修士課程 1 年制」)  

4) 希望する入試形態(一般入試または社会人入試) 

5) 氏名・カナ氏名 

6) 現住所 

7) 自身の連絡先(携帯電話番号、メールアドレス) 

8) 自身の略歴(現在の状況および最終学歴[例:19**年 3 月 ＊＊＊＊専門学校卒業]は記載必須) 

２）出願資格審査 書類提出期限【いずれも厳守】 

[秋期] 2022 年 5 月 25 日（水） ～ 2022 年 6 月 13 日（月）【締切日消印有効】 

[春期] 2022 年 9 月 26 日（月） ～ 2022 年 10 月 18 日（火）【締切日消印有効】 

３）出願資格審査 結果通知 

[秋期]2022 年 7 月中旬、[春期]2022 年 11 月中旬に申請者のメールアドレス宛に結果を送付します。 

「資格あり」の場合は、本要項に記載の通り出願準備を進めてください。  

mailto:supoken-nyushi@list.waseda.jp
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（２）修士課程 1 年制の入学者に求められる要件 

当研究科修士課程１年制コースの入学判定は、コースごとに以下の要件を前提とし、応募書類の審査を経て、面接試験の成

績を加味し、総合的に判定します。なお、コースの要件を満たしているか否か判断が難しい場合は、必ず出願を希望する指導教員

へ事前確認を行ってください。 

 

 

コース 要件 

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

以下のいずれかに該当し、トップスポーツビジネスの実務能力の習得･向上に並々ならぬ意欲を有する者。また、同分野

に関する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、１年間の在籍で全ての修了要件を満たすことができる十

分な学習・研究能力を持つ者。 

① トップレベル（日本代表等）の実績を３年以上有するスポーツ選手。 

② スポーツビジネス関連企業、一般企業、スポーツ団体、プロスポーツチーム、企業スポーツチーム等において、通算５

年以上の実務経験を有する者。 

③ 弁護士、公認会計士、税理士の資格を有する者。 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

以下のいずれかに該当し、スポーツクラブビジネスの実務能力の習得･向上に並々ならぬ意欲を有する者。また、同分野

に関する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、１年間の在籍で全ての修了要件を満たすことができる十

分な学習・研究能力を持つ者。 

① 地域スポーツクラブ、民間スポーツクラブ、スポーツ行政、スポーツ団体等において、通算３年以上の実務経験を有

する者。 

② 一般企業等において５年以上の実務経験を有し、スポーツマネジメント関連業務への従事を予定する者。 

健
康
ス
ポ
ー
ツ 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

以下のいずれかに該当し、健康スポーツの普及振興に関わる実務能力の習得･向上に並々ならぬ意欲を有する者。ま

た、同分野に関する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、１年間の在籍で全ての修了要件を満たすこと

ができる十分な学習・研究能力を持つ者。 

① 運動指導・栄養指導・健康教育等の健康増進の分野での３年以上の実務経験を有する者。 

② 一般企業等において５年以上の実務経験を有し、健康スポーツマネジメント関連業務への従事を予定する者。 

③ 医師・保健師・看護師・理学療法士・作業療法士等の医療関係資格を有する者。 

介
護
予
防 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

以下のいずれかに該当し、介護予防や中高齢者の健康づくり、有病者のリハビリテーションに関する実務能力の習得･

向上に並々ならぬ意欲を有する者。また、同分野に関する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、1 年間

の在籍で全ての修了要件を満たすことができる十分な学習・研究能力を持つ者。 

① 運動指導・栄養指導・健康教育等の健康づくりの分野での３年以上の実務経験を有する者。 

② 一般企業等において５年以上の実務経験を有し、介護予防関連業務への従事を予定する者。 

③ 医師・保健師・看護師・理学療法士・作業療法士等の医療関係資格を有する者。 

ス
ポ
ー
ツ 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

以下のいずれかに該当し、スポーツジャーナリズムに関する知識・技能の習得･向上に並々ならぬ意欲を有する者。ま

た、同分野に関する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、１年間の在籍で全ての修了要件を満たすこと

ができる十分な学習・研究能力を持つ者。 

① ５年以上にわたってジャーナリズム（報道・評論等）の現場での実務経験を有する者。 

② スポーツビジネス関連企業、一般企業、スポーツ団体、プロスポーツチーム、企業スポーツチーム等において、スポー

ツに携わるメディアや広報業務に関して通算５年以上の実務経験を有する者。 

③ 上記に相当する能力の証としての具体的実績・作品等を有する者。 

エ
リ
ー
ト 

コ
ー
チ
ン
グ 

以下のいずれかに該当し、トップレベルのコーチング能力の習得・向上に並々ならぬ意欲を有する者。また、同分野に関

する修士論文を作成できる基礎的な能力があり、かつ、1 年間の在籍で全ての修了要件を満たすことができる十分な

学習・研究能力をもつ者。 

① 選手として特定のスポーツで日本代表の実績を３年以上有し、オリンピックあるいは世界選手権等への出場経験を

有する者。 

② 選手として特定のスポーツで日本国内のトップレベルのスポーツ競技会に５年以上にわたって参加し、入賞等の優

秀な成績を収めた実績を有する者。 

③ 指導者として上記①〜②に該当する選手をその年齢カテゴリーを問わず３年以上指導した実績を有する者、また

はある年齢カテゴリーの選手育成において卓越した実績を有する者。 
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（３）試験日程 

手続内容 
日程 

備考 
秋期 春期 

出願資格審査申請 
2022 年 5 月 25 日(水) 

〜6 月 13 日(月) 

2022 年 9 月 26 日(月) 

〜10 月 18 日(火) 該当者のみ要申請 

2 ページ参照 
出願資格審査結果通知 2022 年 7 月中旬 2022 年 11 月中旬 

受験・就学上の配慮に

ついて 
2022 年 8 月 10 日(水)まで 2022 年 11 月 17 日(木)まで  

入学検定料納入期間 
2022 年 8 月 23 日(火) 

〜8 月 29 日(月) 

2022 年 12 月 12 日(月) 

〜2023 年 1 月 10 日(火) 

振込忘れには十分ご注

意ください。 

出願期間 
2022 年 8 月 23 日(火) 

〜8 月 29 日(月) 

2022 年 12 月 12 日(月) 

〜2023 年 1 月 10 日(火) 

郵送受付のみ 

締切日消印有効 

受験票発送予定日 
※メールでの送付 

2022 年 9 月下旬予定 2023 年 1 月中旬予定 10 ページ参照 

試験日 2022 年 10 月 15 日(土) 2023 年 1 月 21 日(土) 11 ページ参照 

大学一斉休業期間 
※事務所閉室日 

夏季：2022 年 8 月 11 日(木・祝)〜8 月 21 日(日) 

冬季：2022 年 12 月 29 日(木)〜2023 年 1 月 9 日(月・祝) 

左記期間中のお問い合

わせはお受けできません

のでご注意ください。 

合格者発表日 2022 年 10 月 21 日(金) 2023 年 1 月 27 日(金) 11 ページ参照 

入学手続書類発送 2023 年 2 月中旬頃 11 ページ参照 

入学手続期間 2023 年 2 月下旬〜3 月上旬 12 ページ参照 

 

※受験に際して特別な配慮を必要とする場合 

身体機能の障がい等により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、所沢総合事務センター

大学院スポーツ科学研究科入試担当までメールにてお問い合せください。また、大きな病気やけがのため、受験に支障をきた

す恐れがある場合、あるいは出願後にそのような状態になった場合でも、速やかにお問い合わせください。 

 

（４）募集人員 

課程 入試種別 募集人員 

修士課程 1 年制 
一般入学試験 

40 名程度 
社会人入学試験 

 

２．出願手続                                                         
 

（１）出願にあたっての注意事項 

・当研究科では入学後のミスマッチを防ぐために、出願前にご自身の希望する研究指導の担当教員とコンタクトを取り、担当

教員とご自身の考えている研究内容などを十分に相談してください。詳細は本入試要項 1 ページ「はじめに」をご確認くださ

い。 

・出願書類に不備や不足書類があった場合は、受験資格を失うことがあります。必要書類が揃っているか十分に確認した

上で出願してください。また当学から連絡があった時は速やかにその指示に従ってください。 

・出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為とみな

し、入学試験の結果を無効とすることがあります。なお、その場合も提出された書類・資料等および入学検定料は返還し

ません。 

・一度提出した書類・資料等の返還は原則として行いません。ただし、再発行が不可能な書類に限り書類の返還を行い

ます。希望する場合は必ず「提出書類返還依頼書」を記入し、出願書類と一緒に送付してください。「提出書類返還依頼書」

が出願書類と一緒に送付されていない場合は書類の返還は一切行いません。 

・出願以降、引越等で志願票記載の住所・電話番号に変更がある場合は、以下の情報をご記入の上、直ちに所沢総合事

務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当までメールにて連絡してください。志願票に書かれた情報を変更したことが

原因で当学からの連絡が届かなかったとしても、当学は一切の責任を負いません。ただし、発送準備の関係上、2 月以降

の引越しでも必ず 2023 年 1 月 13 日(金)までに新住所の連絡をお願いします。それ以降の変更には対応できかねる場合

がありますので、郵便局の郵便物転送サービス等をご利用ください。 
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（本学の在学生のみ）大学に届け出ている住所にも変更がある場合は、MyWaseda 上で自身の住所変更手続きも忘れず

に行ってください。 

 

【メールアドレス】supoken-nyushi@list.waseda.jp 

【件名】「スポーツ科学研究科入試 住所変更について」 

【記入内容】●入試形態 ●受験番号 ●氏名 ●旧・新郵便番号、住所 ●旧・新電話番号 ●旧・新メールアドレス 

 

（２）入学検定料納入 

・入学検定料の納入は必ず指定期間中に行ってください。入学検定料を納入していない場合、出願は一切受け付けません。

また、期間を過ぎての納入はいかなる理由でも一切受け付けません。 

＜納入期間・納入金額＞ 

課程 入試種別 
入学検定料納入期間・納入金額 

秋期 春期 

修士課程 1 年制 

一般入学試験 2022 年 8 月 23 日(火) 

〜8 月 29 日(月) 

30,000 円 

2022 年 12 月 12 日(月) 

〜2023 年 1 月 10 日(火) 

30,000 円 社会人入学試験 

＜入学検定料の免除＞ 

次に該当する場合は、入学検定料が免除となります。詳細は所沢総合事務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当

までメールにてお問い合わせください。 

・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の開発援助委員会（ＤＡＣ）が発行する、ＯＤＡ受給国リストに最貧国または低所

得国として掲載された国（以下「最貧国等」という。）に居住し、かつ最貧国等の国籍を有する者（重国籍の場合はいず

れの国籍も最貧国等であること。）が、本大学大学院研究科への入学を志願する際、本人から検定料免除の申請があっ

た場合。（→巻末「特定国からの志願者に対する検定料免除措置制度」参照） 

 

＜納入方法＞ 

入学検定料の支払い方法には ①コンビニエンスストアでの支払い、②クレジットカード・中国オンライン決済による支払

い の 2 つの方法があります。以下それぞれの手順を確認の上、納入してください。 

 

①コンビニエンスストアでの支払い 

・入学検定料は最寄りのコンビニエンスストアで支払ってください。 

・コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話よりインターネット上の「入学検定料コンビニ支払

いサイト」（http://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定の申込手続を完了させる必要があります。詳細は本要項巻

末付録にある「コンビニエンスストアでの入学検定料払込方法」を確認してください。 

・支払い終了後、『入学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、『入学志願票』の所定欄に貼り付

けて提出してください。「領収書」はご自身で大切に保管してください。 

・支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、納入期間最終日の「Web サイトでの申込」は 23:00

まで、コンビニエンスストア店頭での支払手続は 23:30 までとなりますので注意してください。 

※家族・知人が代理で手続をする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてください。 

※コンビニエンスストアでの支払いが困難な方は、事前に所沢総合事務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当ま

でメールにて連絡してください。 

②クレジットカード・中国オンライン決済による支払い 

クレジットカード・中国オンライン決済での支払いに際しては、パソコンより「インターネット上の支払いサイト」

（https://e-shiharai.net/Card/）にアクセスをして所定申込手続を完了させる必要があります。 

詳細は本要項巻末付録にある「クレジットカード・銀聯カード・アリペイでの検定料支払方法」を確認してください。 

支払い終了後、決済完了が表示されたWebページを印刷し、『入学志願票』にクリップ留めして提出してください。 

※支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。 

※支払いに使用するカードは受験生本人以外の名義でも構いません。ただし、家族・知人が代理で手続をする場合で

も、「基本情報」には必ず志願者本人の情報を記入するようにしてください。 

※2022年12月1日(木)以降、アリペイによる入学検定料の支払いはできません。そのため、春期入試に出願され

る方は十分ご注意ください。 

 

＜出願書類および入学検定料の返還について＞ 

一度受理した書類およびお支払いいただいた入学検定料は、原則として返還いたしません。ただし、下記のケースに該当する

場合は、入学検定料に限り全額または超過分を返還いたします。該当する方は所沢総合事務センター大学院スポーツ科学

mailto:supoken-nyushi@list.waseda.jp
https://e-shiharai.net/Card/
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研究科入試担当までメールにてご連絡ください。 

  １）入学検定料を所定額より多く支払った。 

  ２）入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。 

  ３）入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類を提出した。 

  ４）入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由により、出

願が受理されなかった。 

 なお、クレジットカードにより入学検定料を納入された場合、返還に伴い発生する手数料等は志願者の負担となります。 

 

（３）出願期間 

・出願締切日を過ぎた書類はいかなる理由でも一切受け付けません。 

課程 入試種別 
出願期間 

秋期 春期 

修士課程 1 年制 
一般入学試験 2022 年 8 月 23 日(火) 

〜8 月 29 日(月) 

 【厳守 締切日消印有効】 

2022 年 12 月 12 日(月) 

〜2023 年 1 月 10 日(火) 

【厳守 締切日消印有効】 
社会人入学試験 

 

（４）出願方法 

 出願期間内に、「ステップ１：情報登録フォームへの入力」、「ステップ２：出願書類の提出（入学検定料の支払いを含む）」の

すべてを順番に行うことで、出願が完了します。ステップ 1 のみ、ステップ 2 のみでは出願は完了しません。十分ご注意ください。 

 

ステップ１：情報登録フォームへの入力 

  以下の当学所定の Web 申請フォームから、情報の登録を行ってください。 

 

 

 

 

※申請内容に不備がある場合は、申請フォームに入力されたメールアドレス宛に連絡をいたします。 

※登録するメールアドレスは携帯電話のアドレスでも構いませんが、迷惑メールフィルタ設定（PC からのメールの受信拒否等）な

どで当学からのメールが到達しない可能性があります。迷惑メールフィルタ設定などによりメールが到達しなかった場合でも、当学

は一切責任を負いません。 

※申請フォームに入力した情報に誤りがあった場合は、再度登録し直してください。申込期間内であれば再登録が可能です。 

 

ステップ 2：出願書類の提出（入学検定料の支払いを含む） 

 出願書類一式（以下、「（５）出願書類一覧」を参照のこと）を封筒（角型 2 号）に封入し、「出願書類提出用ラベル」を

封筒の宛名面に糊付けし、必ず郵便局窓口から簡易書留・速達で郵送してください。[ポスト投函不可、郵送のみ受付] 

 なお、海外から出願される場合は、国際郵便 EMS 等を利用してください。新型コロナウイルス感染症等の影響で、国際郵便の遅

配が相次いでいます。期日までに出願書類が到着するよう、早めの書類準備・提出を行ってください。 

 

（５）出願書類一覧 
【提出レベル】 

○：必須提出  △：任意提出  ◇：エリートコーチングコース志願者のみ必須提出  □：該当者のみ必須提出 

  ☆：トップスポーツマネジメント・スポーツクラブマネジメント・健康スポーツマネジメント・介護予防マネジメントの各コース志願者のみ必須提出 

  ※提出の際は下記の順番に並べ、クリップ留めして提出してください（ホチキス留め不可）。 

 

 提出物 注意事項 提出レベル 

Ａ 出願書類チェックリスト [所定用紙]を使用すること。 ○ 

B 情報登録フォーム 自動返信メール（コピー） A4 で印刷すること。 ○ 

Ｃ 入学志願票 

[様式①]を使用すること。 
写真は F と同一のものを使用すること。 

「入学検定料収納証明書」貼付または「決済完了が表示された Web ペ

ージのプリントアウト」添付。 

○ 

Ｄ 研究計画書 [様式②]を使用すること。 ○ 

Ｅ 研究業績書 
[様式③]を使用すること。 

特に研究業績がない場合は提出不要。 
△ 

申請フォーム Web リンク： 

2023 年度早稲田大学大学院スポーツ科学研究科入試 情報登録フォーム 

URL：https://bit.ly/3wscq9d  ※出願期間以外の登録は無効。短縮 URL を使用。 

 

https://bit.ly/3wscq9d
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Ｆ 写真票 
[様式④]を使用すること。 

写真は C と同一のものを使用すること。 
○ 

Ｇ 
卒業（修了）証明書 

または卒業（修了）見込証明書 

原本を提出すること。 
※成績・卒業・修了証明書をあわせて１枚で提出しても可。編入学をし

た場合は編入学前の証明も必須。 

※海外の教育機関出身者は、Ｇ・H に相当する書類を提出すること

（特に中国の大学・大学院の卒業・修了者は注意）。詳細は「入学

試験要項」9 ページ参照。 

※大学院を修了された方は学部と大学院両方の証明書を提出してくだ

さい。 

○ 

Ｈ 成績証明書 ○ 

Ｉ 学歴認証報告書（英語版） 
中国の大学・大学院の卒業（修了）者は必須。 

CSSD (CHESICC)を通じてメール直送。 
□ 

Ｊ 履歴書 [様式⑤]を使用すること。 ☆ 

Ｋ 社会人経験に関するレポート [様式⑥]を使用すること。 ☆ 

Ｌ 戸籍抄本 提出する証明書と姓名が異なる場合は必ず提出すること。 △ 

M 提出書類返還依頼書 [様式⑦]を使用すること。 △ 

以下、エリートコーチングコース志願者のみ必須 

N 
スポーツ競技(指導)歴および 

スポーツ競技(指導)実績に関するレポート 
[様式⑧-1・2]を使用すること。 ◇ 

O 
技能向上に利用したデータ・資料とその 

結果に関するレポート 
[様式⑨]を使用すること。 ◇ 

P 
トップレベルの選手(指導者)になる過程の内省レ

ポート 
[様式⑩]を使用すること。 ◇ 

Q 
国際競技会における戦い方 

（戦術・戦略）に関するレポート 
[様式⑪]を使用すること。 ◇ 

R 実習計画書 [様式⑫-A～D]を使用すること。 ◇ 

S 研究指導担当教員志望理由書 [様式⑬]を使用すること。 ◇ 

 

（６）出願書類作成にあたっての注意事項 

・[所定用紙]フォーマットはすべて大学院スポーツ科学研究科 Webサイトから自身でダウンロード、印刷して準備してください。ファ

イルはすべて PDF です(Word ファイル等での配付は行いません)。 

・[所定用紙]フォーマットはすべてＡ４サイズの用紙に、片面で印刷してください。 

・各出願書類の作成にあたっては、手書き、印刷したものをのり付け、PDF ファイルに直接入力のいずれでも可とします（ただし各

書類の本人氏名欄は手書きで記入してください）。 

・はみ出しや折り込みは不可とします。所定用紙の体裁は厳守、必ずＡ４用紙の枠線内に収めてください。 

・文字は楷書、数字は算用数字で記入してください。 

・自筆の場合は、黒の油性ペンまたはボールペンを使用してください（シャープペンシルや水性ペン、消せるボールペン不可）。 

・所定用紙の指定欄以外(受験番号欄など)には何も記入しないでください。 

・出願書類は、戸籍に記載されている氏名を記入して提出してください。ただし、戸籍の氏名が旧字体であっても、通常略

字体である常用漢字を使用している場合は、常用漢字で記入して結構です。 

・改姓のため、証明書等に記載されている氏名が異なる場合は、戸籍抄本を添付してください。 
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（７）出願書類別の注意事項 
Ａ：出願書類チェックリスト [所定用紙] 

・チェックリストに記されている書類が全て揃っているかを確認し、出願書類に同封してください。 

なお、やむを得ず提出できない書類がある志願者は、備考欄に書類名および提出遅延の理由、提出可能な日を記載して

ください。 

・【出願資格審査】を通過のうえでの出願の場合は、必ず備考欄にその旨を記入してください。 

 

B：情報登録フォーム 自動返信メール（コピー） 

  ・上記「ステップ１：情報登録フォームへの入力」を行った後に送信される自動返信メールを、A4 で印刷して提出してください。 

・情報登録フォームについては、6 ページを参照してください。 

 

C：入学志願票 [様式①] 

記入例を参考に、以下項目ごとの注意を必ず確認しながら記入してください。 

なお、「ステップ１：情報登録フォームへの入力」にて登録された情報と入学志願票に記載された情報とに齟齬がある場合、

「ステップ１：情報登録フォームへの入力」にて登録された情報を優先します。 

 

・写真：写真は提出書類 F の写真票と同一のものを使用してください。 

・早稲田大学在籍歴の有無： 

早稲田大学の学部または大学院に在籍(過去在籍、現在在籍中、学士、科目等履修生、退学など全て含む)していたこ

とが ある・ない のいずれかに○をつけ、ある場合は正規生および科目等履修生別に太枠内を必ず記入してください。 

複数の学部／大学院に在籍歴がある場合は、最後に在籍していた学部／大学院等名称およびその際の入学年度、

学籍番号を記入してください。また、同時に複数の箇所に在籍していた場合(正規生と科目等履修生など)、それぞれの

情報を記入してください。もし、学籍番号が不明な場合は、入学年・月、学籍番号欄に在籍していた学部／大学院名

称を記入してください。 

・出願区分：出願する課程の入試に✔を入れてください。 

・氏名等：氏名は氏と名を分けて記入し、フリガナ、ローマ字氏名も同様に記入してください。 

なお、パスポートをお持ちの方はローマ字表記などをパスポートに合わせてください。 

・生年月日：年号は西暦で記入してください。 

・年齢：2023 年 4 月 1 日入学時点の年齢（出願時の年齢ではありません）を記入してください。 

・性別：いずれかに○をつけてください。当学では、入学試験の円滑な実施と入学手続の必要上、戸籍上の性別情報を収

集しています。当学では性別情報収集を合理的理由があると判断される必要最小限に留め行っております。

https://www.waseda.jp/inst/diversity/support/sexual-minority/ 

・現住所：現在住んでいる住所を項目ごとに分けて記入してください。なお、受験票や合格発表時の書類、入学手続書類は

ここに記載されている住所宛に発送します。万が一、出願〜入学までに引っ越し等で住所等が変更になる場合

は、２．（１）出願にあたっての注意事項（4 ページ）に記載がある通り対応してください。 

・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：常に連絡の取れるメールアドレスをご記入ください。 

・電話番号：現住所に固定電話がある場合は自宅欄に、携帯電話を持っている場合は必ず記入してく 

ださい。 

・学歴：この欄はご提出いただく「卒業/修了（見込）証明書」をもとに、卒業/修了（見込）の情報を記入してください

(見込みの場合は現在在籍中の情報を記入)。なお、出願資格審査から出願された方は、適宜修正液等を使用

いただいて結構ですので、専門・短大等の正式名称・情報をご記入ください。 

卒業年月日：「卒業/修了（見込）証明書」記載の年月日をご記入ください。 

大学・学部/研究科・学科/専攻名称：それぞれの欄にご記入ください。 

卒業（修了）・見込：出願時の状況、卒業/修了または見込のいずれかに○を付記ください。 

学校コード：別紙「大学コード表」を参照の上で記入してください。 

学校課程コード：25：学部(理科系)・26：学部(文科系) 

※文・理はご自身の判断で結構ですのでいずれかに○を付記ください。 

※海外の大学・その他(専門・短大等)は上記２５、２６いずれかでご記入ください。 

所在地：最終学歴の大学本部の所在地を「東京都」か「東京都以外」で選択して○を付記ください。 

・職業：「常勤あり」か「なし（非常勤含む）」のいずれかに○をつけ、「常勤あり」の場合は勤務先名を正式名称で記入して

ください。 

・希望の研究指導（研究指導コード・研究指導名・担当教員名）： 

別紙「大学院スポーツ科学研究科 研究指導内容・コード一覧」を参照のうえ、間違いのないように記入してください。 

・「入学検定料取扱明細兼受領書」の「収納証明書」は、検定料支払後、志願票の所定欄に剥がれないように全面のり付

けして提出してください。なお、クレジットカード支払いの場合は「決済完了が表示された Web ページのプリントアウト」を必ず

https://www.waseda.jp/inst/diversity/support/sexual-minority/


9 / 22 

添付してください。 

 

＜以下は外国籍の志願者のみ＞ 

・国籍   ：国籍がある国名を記入してください。 

・在留資格 ：有無のいずれかに○をつけてください。有に○をした場合は、種類・期限を記入してください。 

 

D：研究計画書 [様式②] 

・志望動機、当研究科での研究課題、その課題について自身で勉強したこと、および入学後の研究予定を記入してください

（これまでの研究活動、卒業論文等に関する内容も含めて記載してください）。 

・文字数は 4,000 字以内を厳守してください(ただし、引用がある場合で、使用文献等出典の記載は文字数に含みません)。

図・表を用いても結構です（文字数には含みません）。 

・複数枚になる場合は同様に所定用紙を使用して作成し、枚数がわかるように記載(例：1/3、2/3、3/3 など)のうえ、ホチ

キスではなくクリップ等でまとめてください。 

 

E：研究業績書 [様式③] ※任意提出 

・別紙「研究業績書」の作成要領・作成例を参考に作成してください。特に研究業績がない場合は不要です。 

・学部の卒業研究論文は「研究業績」に該当しません。 

・学術論文、著書、その他(学会発表等)の業績があり本用紙を作成する場合は、学術論文、著書、その他(学会発表等)の

順、年月日順に記入してください。 

・「専攻分野」欄には自身が研究をしている専攻分野名をわかりやすく記入してください。 

・複数枚になる場合は同じ所定用紙を使用して作成し、枚数がわかるように記載(例：1/3、2/3、3/3 など)のうえ、ホチキス

ではなくクリップ等でまとめてください。 

 

F：写真票 [様式④] 

・写真は提出書類 C の入学志願票と同一のものを使用してください。 

・タテ4cm×ヨコ3cmの証明写真（出願前3ケ月以内に撮影したカラー写真（上半身・正面・無帽・無背景・枠なし））

とします。サイズを厳守してください。 

・マフラーやサングラスなどを着用したままで撮影された写真は受け付けません。また、スナップ写真等の不鮮明な写真や、髪型

の違い等により個人の判別・本人確認が困難な写真は受け付けません。 

・証明写真ボックスで撮影されたスピード写真は受け付けますが、家庭等で撮影された写真は受け付けません。 

・裏面に氏名を記入のうえ、所定欄に全面のり付けしてください。 

・提出された写真は、試験当日の本人確認や、入学後の学生証の写真として使用しますので、本人を判別できるような写真

を用意してください。また、学内諸手続における本人確認、および学内の各種Webサービス等に本人情報として登録するこ

とがありますので、予めご了承ください。 

 

G：卒業（修了）証明書または卒業（修了）見込証明書 

H：成績証明書 

・必ず証明書の原本を提出してください(コピーは不可)。 

・最新の成績が記載されているものを提出してください。 

・編入学をした場合は編入学前の証明書も提出してください。 

・「卒業（見込）証明書」と「成績証明書」をあわせて 1 枚での提出でも結構です（大学によりフォーマットが異なる場合があ

ります）。 

・大学院を修了された方は学部、大学院両方の証明書を提出してください。 

・海外の教育機関出身者は、上記 G・H それぞれに相当する書類を提出してください。 

ただし、上記Ｇ・Hの各種証明書が日本語または英語以外の言語の場合は、必ず翻訳文を作成し（本人作成可）、

大使館、公証役場もしくは所属大学等で翻訳公証印を受けて、提出してください。 

・中国の大学を卒業した方は、「卒業（見込）証明書」「成績証明書」原本に加え、「学位取得（見込）証明書」原本も

提出してください。 

・(外国人学生の方)休学・兵役等の期間がある場合はその旨を証明する大学または公的機関発行の証明書を提出してくだ

さい。 

・(外国人学生の方)飛び級または繰り上げ卒業により、飛び級した学年、理由などが成績証明書に記載されていない場合は、

それを証明する所属の大学あるいは学部作成の書類を別途提出してください。 

 

※在日本大使館等在日公館にて翻訳公証を行っていない国、地域もあります（例：中国など）。 

その場合は、本国の公証機関等にて翻訳公証を受ける必要がありますので、余裕をもって書類の手配を 

行ってください。特に中華人民共和国駐日本国大使館および領事館での取扱いは、2012 年 8 月 1 日より 

変更されましたのでご留意ください。 
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I：学歴認証報告書（英語版） 

・中国の大学(大学院)を卒業(修了)された方は、CHSI（中国高等教育学生信息網）から申請し、以下のいずれかの認証

書を CSSD（CHESICC）から大学院スポーツ科学研究科入試担当(supoken-nyushi@list.waseda.jp)へメールで

直送されるよう手配してください。 

   既卒者    ・・・ 英文の「Online Report of Higher Education Qualification Certificate」 

   卒業見込者 ・・・ 英文の「Online Verification Report of Student Record」 

・詳細については CSSD（CHESICC）の Web サイト（ https://www.chsi.com.cn/en/ ）を確認してください。必ず出

願期間締切日までに本学へ認証書が届くよう、余裕を持って準備してください。 

・CSSD（CHESICC）から直接メールで届く、英語版の認証書のみ有効とします。 

 

J：履歴書 [様式⑤] 

・社会人入試出願者は必ず提出してください。 

 

K：社会人経験に関するレポート [様式⑥] 

・社会人入試出願者は必ず提出してください。 

・社会人経験に関することを 2,000 字以内(厳守)にまとめて作成してください。 

・複数枚になる場合は同じ所定用紙を使用して作成し、枚数がわかるように記載(例：1/3、2/3、3/3 など)のうえ、ホチキス

ではなくクリップ等でまとめてください。 

 

L :戸籍抄本  

・提出する証明書と出願時の姓名が異なる場合は必ず提出してください。 

 

M :提出書類返還依頼書 [様式⑦] 

一度提出した書類・資料の返還は原則として行いません。ただし再発行が不可能な書類に限り書類の返還を行いま

す。希望する場合は必ず「提出書類返還依頼書」を記入し、出願書類と一緒に送付してください。「提出書類返還依頼書」

が出願書類と一緒に送付されていない場合は書類の返還は一切行いません。 

 

※N〜S は、エリートコーチングコースに出願される方のみ必須の書類です。 

N:スポーツ競技(指導)歴・スポーツ競技(指導)実績に関するレポート [様式⑧-1,2] 

受験者自身が日本を代表して国際競技会に出場した等トップレベルのスポーツ選手になるまでの過程（指導者であれば選

手やチームをトップレベルに育てた過程）を客観的に記述してください。 

 

O :技能向上に利用したデータ・資料とその結果に関するレポート [様式⑨] 

受験者自身が技能向上のために利用した科学的データやトレーニングの根拠となる資料と、それらを利用した結果に関するレ

ポートを作成してください。 

 

P :トップレベルの選手(指導者)になる過程の内省レポート [様式 ⑩] 

受験者自身が日本を代表して国際競技会に出場した等トップレベルのスポーツ選手になるまでの過程（指導者であれば選

手やチームをトップレベルに育てた過程）や、科学的データや資料を利用した際の受験者自身の内省について記述してくださ

い。 

 

Q :国際競技会における戦い方（戦術・戦略）に関するレポート [様式 ⑪] 

出場した国際競技会の一つもしくは複数を例に挙げ、その競技会における戦い方（戦術や戦略）に関して具体的に記述し

てください。 

 

R :実習計画書 [様式⑫A～D] 

作成要領を参考のうえ、「コーチングマネジメント論・実習」（A〜D、計 8 単位）の実習計画を具体的に記述してください。 

 

S :研究指導担当教員志望理由書 [様式⑬] 

希望する研究指導教員（主担当／副担当および修士論文の主査／副査）に関する志望理由書を作成してください。 

 

その他：出願封筒貼付ラベル [所定用紙] 

太枠内の必要事項を記入の上、封筒の宛名面に貼付して送付してください。 

 

（８）受験票の送付 

出願受付後、出願が受理された志願者に対し、情報登録フォームに入力されたメールアドレス宛に受験票等を送付します。試験
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実施日の3日前になっても受験票が届かない場合は、直ちに所沢総合事務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当まで

メールにてお問い合わせください。受験票は、入学後学生証の交付時に必要となりますので、大切に保管してください。 

なお、受験票送付後でも、出願書類に不備や不足書類等があった場合は、受験資格を失うことがあります。 

 

３．選考内容                                                         
（１）選考方法等 

※ 修士課程１年制は志願者数が定員に対して一定の倍率を超えた場合、書類選考による第一段階選抜を実施する場合

があります。 

 
◆試験実施会場に関する注意事項◆ 

上表のとおり、入試実施時期により会場が異なります。なお、試験当日に間違った会場へ行った場合でも、 

救済措置は一切とりませんので十分ご注意ください。会場の詳細は、受験票にて指示します。 

    

（２）注意事項 

・集合時間・場所の詳細は、送付する受験票にてご案内します。 

・携帯電話・スマートフォン・スマートウォッチ等の電子・通信機器の使用は一切厳禁とします。机上に置くことも認めません。 

・「受験票」「筆記用具（黒の鉛筆・シャープペンシル、消しゴム等）」を忘れずに持参ください。「受験票」のない方は入場できません。 

・教室内に時計はありませんので必要な方は時計を持参してください。なお、スマートウォッチなど時計以外の機能が付いているもの、 

アラーム設定を行ったものの持ち込みは認めません。発覚した場合は不正行為とみなすことがあります。 

・試験開始 20 分前までに試験教室（集合場所）に入ってください。 

・試験開始後 20 分を経過してからの入場は認めません。 

・面接試験は 1 人 15 分程度を予定していますが、面接の進度・順番により終了時間が遅くなる場合があります。 

・試験当日は、面接試験会場での資料等の使用・持ち込み等を一切認めません。 

・受験時の交通・宿泊については各自で手配してください。 

 

４．合格者発表                                                        
（１）発表日・発表方法 

課程 最終合格者発表 発表方法 

修士課程 1 年制

(秋期) 

2022 年 10 月 21 日(金) 

10:00〜 ・当研究科 Web サイト（https://www.waseda.jp/fsps/gsps/）

に「合格者受験番号表」を掲載 修士課程 1 年制 

(春期) 

2023 年 1 月 27 日(金) 

10:00〜 

※修士課程１年制は志願者数が定員に対して一定の倍率を超えた場合のみ、次の日程で書類審査合格者発表を行います。 

   ・秋期：2022 年 9 月 30 日（金）  ・春期：2023 年 1 月 13 日（金） 

 

（２）注意事項 

・電話による合否に関するお問い合わせには一切応じません。 

・合格証明書は出願時の情報登録フォームに入力の住所宛に郵送します。ただし、春期入試合格者は入学手続書類に同封し、

郵送する予定です。 

・合格証明書は合格発表後に発送のため、地域によっては到着まで 2〜3 日かかる場合もあります。合格者発表日から 7 日経

っても書類が届かない場合、直ちに所沢総合事務センタースポーツ科学研究科入試担当までお問い合わせください。  

課   程 試 験 区 分 日程 集合場所 面接試験 

修士課程 1 年制

(秋期) 

一般入学試験 
2022年10月15日（土） 所沢キャンパス 

10：00〜 

口頭試問 社会人入学試験 

修士課程 1 年制 

(春期) 

一般入学試験 
2023 年 1 月 21 日（土） 早稲田キャンパス 

10：00〜 

口頭試問 社会人入学試験 
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５．入学手続                                                         
（１）「入学手続書類」の交付 

2023 年 2 月中旬頃、出願時の志願票記載住所宛に「入学手続書類」を郵送します。お手元に届き次第、各書類をご準

備ください。なお、入学手続には「入学金（登録料）・学費等の振込」(金融機関振込)および「入学手続書類の提出」の両

方が必要です。必ず両方の手続きを以下手続期間中に行ってください。 

 

※以下は現時点の予定です。最終的に確定された入学手続期間・方法は「入学手続書類」で確認してください。 

 

入学金（登録料）・学費等の振込期間：2023 年 2 月下旬～3 月上旬【厳守】 

入学手続書類提出期間（郵送提出）：2023 年 2 月下旬～3 月上旬【締切日消印有効・厳守】 

入学手続方法：「入学金（登録料）・学費等の振込」(金融機関振込)および「入学手続書類の提出」 

 

（２）注意事項 

・期間を過ぎての振込、手続期間を過ぎての書類提出は、いかなる理由があっても一切受け付けません。 

・出願以降、引越等で志願票記載の住所・電話番号に変更がある場合は、以下の情報をご記入の上、直ちに所沢総合

事務センター大学院スポーツ科学研究科入試担当までメールにて連絡してください。志願票に書かれた情報を変更し

たことが原因で当学からの連絡が届かなかったとしても、当学は一切の責任を負いません。ただし、発送準備の関係上、

2 月以降の引越しでも必ず 2023 年 1 月 13 日(金)までに新住所の連絡をお願いします。それ以降の変更には対応

できかねる場合があることを予めご了承ください。 

（当学の在学生のみ）大学に届け出ている住所にも変更がある場合は、MyWaseda 上で自身の住所変更手続きも忘れ

ずに行ってください。 

 

【メールアドレス】supoken-nyushi@list.waseda.jp 

【件名】「スポーツ科学研究科入試 住所変更について」 

【記入内容】●入試形態 ●受験番号 ●氏名 ●旧・新郵便番号、住所 ●旧・新電話番号 ●旧・新メールアドレス 

 

・重要な「入学手続書類」発送の期間にあたる 2023 年 2 月中旬頃は、可能な限り不在・引越し等を避けていただき、必

ずご自身で書類を受理できるようスケジュールの調整をしてください。2023 年 2 月 17 日（金）までに入学手続書類が

届かない場合には所沢総合事務センターまでご連絡ください。 

・住所変更等による書類・連絡未達で手続期間内に手続ができなかった場合でも、当学では一切の責任を負いません。 

・入学手続では「登録料・学費等の振込」(銀行振込)も同時に行うので、早い段階から必要となる金額をご準備ください。 

・「入学手続書類」は郵送受付のみです。所沢総合事務センターへの直接持ち込みは一切認めません。  

・出願時に、本入試要項記載の出願資格を満たすために大学院入学資格取得見込の証明書（「卒業見込証明書」等）

を提出された方につきましては、入学手続時に、その資格取得を証明する書類を提出してください。入学試験に合格されて

も、入学までにその資格取得の証明書を提出できない（大学院入学資格を満たすことができない）場合は、入学を認めら

れませんので注意してください。 

 

６．学費・諸会費                                                       
（単位：円） 

課程 納入期 入学金（登録料） 

学費 諸会費 

合計 
授業料 実験演習料 

学会 

入会金 

学会 

会費 

学生健康

増進互助

会費 

修士課程 

1 年制 

春学期 

（入学時） 
200,000 619,000 35,000 2,000 2,500 1,500 860,000 

秋学期 --- 619,000 35,000 0 2,500 1,500 658,000 

計 200,000 1,238,000 70,000 2,000 5,000 3,000 1,518,000 

※上記は 2022 年度入学者向けの金額となります。2023 年度入学者分について今後改定されることがあります。 

※当学の学部、大学院、専攻科の卒業、修了または退学者が再度当学に入学する場合、入学金が免除されます。 

詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照ください。 

※スポーツ科学部、人間科学部（2002 年度以前入学者に限る）、スポーツ科学研究科のいずれかに正規生として在籍していた

者は、学会入会金は免除となります（科目等履修生として在籍していた者は免除対象外）。 

※一度提出した書類および納入した入学金（登録料）、学費・諸会費（春学期分）は、原則として返還しません。ただし、やむ

を得ない事情により入学を辞退する場合や、入学までに入学資格を満たさなかった場合には、入学金（登録料）を除く、学費・

mailto:supoken-nyushi@list.waseda.jp
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諸会費（春学期分）のみ返還の対象となります。手続方法等、詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」を

ご参照ください。 

 

７．早稲田大学入学試験受験に際しての注意事項                                
◆不正行為について 

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を定めています。 

当学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。 

 

１．出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為となること

があります。 

２．次のことをすると不正行為となることがあります。 

①カンニングをすること（試験時間中にカンニングペーパー・参考書等を隠し持つ・使用する、他の受験者の答案等を見る、他

の人から答えを教わるなど）。 

②試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。 

③試験時間中に携帯電話等を身に付けること、使用すること。  

④試験時間中に携帯電話等や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。 

⑤試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

⑥試験場において試験監督員等の指示に従わないこと。  

⑦志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。 

⑧その他、試験の公平性を損なう行為をすること。 

３．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。 

・試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。 

・別室での受験を求めること。 

・本学に提出された書類・資料・論文および提供された情報等（「本提出書類等」といいます。）につき、その真正性等につい

て、本学が発行元・提供元および論文審査機関等に対して、本提出書類等を提供して問合せをすること。出願者は本提

出書類等を本学に提出または提供したことをもって、本学がこの問合せを行うことに同意したものとする。 

 

４．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。  

・当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。 

・当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。 

 

なお、入学後に不正行為と認められた場合は、本学規程に基づき退学を含む懲戒処分の対象となることがあります。 

 

早稲田大学では、入学試験の実施に際し、以下のような対応をとることがあります。あらかじめご了承ください。 

 

◆不可抗力による事故等について 

台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等や交通機関の乱れが発生した場合、

試験開始時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、その他の個人

的損害については何ら責任を負いません。 

 

◆感染症に罹患した場合等について 

・学校保健安全法で出席の停止が求められている感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、麻疹、風疹等）に罹

患し治癒していない場合、他の受験生や監督員への感染の恐れがあるため、受験をご遠慮ください。なお、欠席した場合でも、

本学が特別な対応を公表した場合を除いて、追試験の実施や検定料の返還は行いません。 

・試験場内では試験時間中を含めマスクを常に着用してください（写真照合時や休憩時間中の飲食時を除く）。また休憩時間

中、飲食は自席のみとし、他者との会話等は極力控えてください。 

・障がいや疾病等でマスクを着用して受験できない方は、出願に先立ち申請が必要です。詳細は 4 ページを確認し、所定の期日

までに申請してください。 

・受験の１週間程度前から体調管理と検温を徹底し、当日も検温をしてから来場してください。なお、試験場では検温を行いません。 

・手指のアルコール消毒をこまめに行ってください。 

・トイレの混雑時の利用は極力避けてください。 

・来場後、体調が優れない場合や異変を感じる場合は、早めに申し出てください。 
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・受験後に新型コロナウイルス感染症への感染が判明した場合は、速やかに連絡してください。 

・追加の情報がある場合は、大学院スポーツ科学研究科ウェブサイト（https://www.waseda.jp/fsps/gsps/）にてお知ら

せします。 

  

https://www.waseda.jp/fsps/gsps/
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８．試験時間中に使用できる物品・使用を認めない物品について                                
試験時間中に使用できる物品は下表の通りです。ただし「試験時間中に使用できる物品」を使用している場合でも、不正行為

防止のため、必要に応じて試験監督員が確認する、または使用を認めないことがあります。また、文房具・時計等の貸し出しは行っ

ていませんので、必要な物品は各自で忘れずに持参してください。 

 

（１）試験時間中に使用できる物品 

物  品 注  意  事  項 

鉛筆 

シャープペンシル 
ＨＢのみ使用を認めます。 

消しゴム 砂消しゴムの使用は認めません。 

時計 

試験教室に時計は設置していませんので、必ず受験者自身が持参することを前提にしています。 

腕時計・置時計・ストップウォッチ・タイマー等の形態を問わず、原則として全て使用を認めます。ただし、以

下に留意してください。 

・秒針音のするものは周囲の受験者の迷惑となる可能性があるため、使用を認めません。 

・辞書・電卓等の、時計・計時以外の機能のあるものは、使用を認めません。 

・通信機能のあるものは、それが電波を発しない状態であっても使用を認めません。 

・携帯電話等を時計として使用することは認めません。 

・試験時間中に時計のアラーム音等が鳴った場合、不正行為となることがあります。 

・その他、他の受験者の迷惑になる可能性や不正行為につながると試験監督員が判断した場合、試験場

において試験監督員が確認し、使用を認めない場合があります。 

マスク 写真照合の際にいったん外してもらうことがあります。 

ティッシュペーパー 袋または箱から中身だけ取り出して使用してください。 

ハンカチ 

ハンドタオル 
文字や地図等がプリントされているものは使用を認めません。 

座布団 文字や地図等がプリントされているものは使用を認めません。 

ひざ掛け 文字や地図等がプリントされているものは使用を認めません。 

目薬・点鼻薬 試験時間中は机上に置かず各自の荷物の中にしまっておき、使用する場合は監督員に申し出てください。 

鉛筆削り 他の受験者の迷惑にならない範囲で使用を認めます。 

 

 

（２）試験時間中に使用を認めない物品 

上記「試験時間中に使用できる物品」以外の物品の使用は原則として認めません。机上に置いている場合や使用 

した場合は、不正行為とみなされる場合があります。以下は「試験時間中に使用を認めない物品」の一例です。 

物  品 注  意  事  項 

携帯電話、ＰＨＳ、スマートフォ

ン、タブレット等の通信機能のある

機器 

時計としての使用も認めません。必ず電源を切ってかばんにしまってください。 

電卓・電子辞書・音楽プレーヤー

等の電子機器 
 

耳栓 耳栓は監督員の指示が聞こえない可能性があるので使用を認めません。 

飲食物 ペットボトル飲料、飴、ガム等を含みます。 

鉛筆・シャープペンシル以外の筆記

用具（蛍光ペン、赤ペン等） 
 

帽子等 フードの着用も認めません。 

 

９．その他                                                            
・教諭専修免許状(保健体育)の取得について（※修士課程のみ）：当研究科入学前に中学または高等学校教諭一種免許

状(保健体育)を取得されている方、または教育職員免許法の５条別表第一の所要資格を充たしている方は、当研究科設置

科目の中から所定の科目を２４単位以上取得し、修士の学位を得ることにより専修免許状(保健体育)が取得できます。 

・次年度授業実施方法について：新型コロナウイルス感染症等への対応も含め、来年度も授業の一部または全てをオンラインで実

施する可能性があります。授業の実施方法については、決まり次第ホームページ等でお知らせする見込みです。 
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１０．在留資格「留学」の取得について（外国籍の方）                              

在留資格「留学」の取得について 

早稲田大学への入学を許可された外国学生は、在留資格「留学」を申請することができます。「留学」の在留資格を有する学生

は、外国人留学生授業料減免や留学生対象奨学金を申請することができます。「留学」以外の在留資格でも入学することはでき

ますが、上述のような留学生対象の各種補助制度を利用できませんのでご了承ください。 

 「短期滞在」の在留資格で大学に在籍することはできませんので注意してください。以下の（1）〜（6）をよく読んで、いず

れかに該当する方は在留期間更新や在留資格変更、在留資格認定証明書代理申請など必要な在留手続を行ってください。

在留手続を行うには早稲田大学が発行する「入学許可書」が必要です。「入学許可書｣は第２次振込を完了した後、希望者

に対し入学予定学部・研究科事務所で発行します。 

 

（１）「留学」の在留資格を有している場合 

 現時点ですでに「留学」の在留資格を有している場合は、必要に応じて「在留期間更新許可申請」を行ってください。在留期間

の更新は在留期間満了日の３か月前から手続きできます。在留期間更新手続に関する詳細は、 以下のWebサイトを参照し

てください。 

http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/prospective/studentstatus.html 

 

（２）「短期滞在」の在留資格を有している場合 

 現時点で「短期滞在」の在留資格を有している場合は、原則として一度国外へ出て「留学」の在留資格を申請する必要があり

ます。「留学」の在留資格の申請方法については、「（４）在留資格を有していない場合」を参照してください。 

 

（３）「留学」「短期滞在」以外の在留資格を有している場合 

 「定住者」、「家族滞在」などの在留資格を有している場合は、特に手続の必要はありません。ただし、「留学」の在留資格へ変

更を希望する場合は、「在留資格変更申請」を行ってください。手続に関する詳細は、以下のWebサイトを参照してください。 

http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/prospective/currentresidence.html 

 
【注】在留期間更新許可申請書および在留資格変更許可申請書には、早稲田大学が発行する書類が必要です。出入国在留

管理局に申請する前に、申請書、入学許可書およびその他申請に必要な書類を留学センター窓口（早稲田キャンパス22

号館４階）に持参してください。 

*新型コロナウィルスの影響で手続き方法が変更になっている可能性があります。その場合はHPでご案内します。 

【URL:http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/index.html】 

 

（４）在留資格を有していない場合 

 在留資格を申請するには、まず日本国内の出入国在留管理局に「在留資格認定証明書」（Certificate of Eligibility=Ｃ

ＯＥ）を申請する必要があります。早稲田大学では入学手続を完了した国外居住の外国籍学生に限り、本人に代わって出入

国在留管理局にＣＯＥの代理申請を行います。代理申請後、ＣＯＥが出入国在留管理局より早稲田大学に交付されました

ら、早稲田大学留学センターから申請者に入学許可書とともに郵送いたします。ＣＯＥを受け取った後は、パスポート、入学許可

書とともに国籍を有する国または居住国の日本大使館、領事館で「留学」ビザ（査証）を申請してください。ＣＯＥの有効期間

は３か月ですので、有効期間内にビザを取得し、渡日してください。ＣＯＥ代理申請書類の受取りから出入国在留管理局への

代理申請、審査、ＣＯＥの交付まで２〜３か月程度を要しますので、申請が入学直前にならないよう注意してください。 

 
【注】・代理申請は、第２次振込を完了しないと行いません。希望者は、すみやかに第２次振込を済ませ、早急に代理申請手

続を行ってください。 

・代理申請に必要な書類と送付先はP.19の「在留資格認定証明書代理申請依頼書」をご確認ください。 
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【留学ビザ取得までの流れ（①→⑦）】 
  ※留学ビザ交付にかかる日数は大使館、領事館によって異なり、場合によっては３週間ほど要します。 

   留学センターにＣＯＥ申請書類を提出後、申請予定の日本大使館、日本領事館へ連絡して、 

   おおよその所要日数を把握しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

入学許可書を留学センターへ送付  

入学する 

学部 

 

 

①入学手続き 
 

     

出入国在留

管理局 

②COE の代理申請 

 

③COE の交付 

留学 

センター 

①COE 必要書類提出 

 

④COE・入学許可書の発送 
志願者 

⑥留学ビザの交付 

 

⑤留学ビザの申請 

日本大使館 

日本領事館 

      

⑦航空券の手配 
 

    渡日   

 

 

（５） 在留資格の取得、変更（自己申請） 

〈査証免除／短期滞在ビザで入国している場合〉 

 査証免除／短期滞在ビザ（観光、商用、知人・親族訪問等90日以内の滞在で報酬を得る活動をしない場合）で入国した

場合、原則として、日本国内での資格変更は認められていません。しかしながら、入学試験日が年度末（２月末、３月）で、新

学期までに再度帰国が難しい場合は、志願者本人が東京出入国在留管理局でＣＯＥの申請を行い、在留資格の取得が許可

され証明書が発行されたら、資格変更手続を行ってください。ただし、例外的な受付となりますので、在留資格の変更が許可されな

い場合もあります。その際は、一度出国し、国籍を有する国または居住国の日本大使館・領事館でＣＯＥを提出し、留学ビザを

取得してから再入国してください。在留資格審査は出入国在留管理局が行うため、審査の期間や結果について、早稲田大学は

一切責任を負いません。 

 

（６） その他注意事項 

・早稲田大学留学センターが代理申請を行う在留資格は「留学」のみです。その他の在留資格を申請する場合は、自身で出入国

在留管理局に申請してください。 

・必要に応じて、出入国在留管理局から追加書類を要求されることがあります。 

・事情により早稲田大学への入学を辞退する場合は、理由書（書式自由）とともに至急ＣＯＥを留学センターへ返送してくださ

い。また、他大学も合格した場合、ＣＯＥの交付申請が重複しないように注意してください。重複している場合、証明書は交付

されません。 

・重国籍者で日本国籍を有する場合は、ＣＯＥを申請できません。 

・在留資格審査は出入国在留管理局が行うため、交付が遅れる場合や不許可となった場合、航空券の違約金等、早稲田大学

は一切の責任を負いません。渡航手配は慎重に行ってください。 

・在留資格「留学」の手続に関しては早稲田大学留学センター（E-mail：cie-zairyu@list.waseda.jp）へ問い合わせてくだ

さい。 
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<在留資格認定証明書代理申請依頼書> 
◎以下の書類をすべて同封のうえ，書留便(国際スピード郵便等)を利用して早稲田大学留学センターへ送付してください。 

 

【在留資格認定証明書」の申請に必要な書類】  ＊同封した書類に☑チェックをしてください。 

□ ①在留資格認定証明書交付申請書(申請人作成用 3 枚，写真 1 枚添付)  

https://www.waseda.jp/inst/admission/assets/uploads/2021/02/2022_COE.pdf 

※必ず，申請書記載例を確認してください。 

https://www.waseda.jp/inst/admission/assets/uploads/2021/02/2022_COE_sample.pdf 

□ ②パスポートのコピー(顔写真のページ) 

□ ③在留資格認定証明書代理申請依頼書(本書面) 

□ ④経費支弁に関する書類（原本） 

1 
本人が経費を 

負担する場合 
預金残高証明書※1（本人口座） 

2 
奨学金を 

受給する場合 
奨学金受給証明書 

3 
本人以外が経費 

を負担する場合 
預金残高証明書※1（経費負担者口座）および経費支弁書 

※１ 残高証明書の注意点 

・口座名義人名、銀行名、日付、預金残高が確認できるもの｡ 

・1 年分の生活費として 96 万円以上の残高が必要。 

・日本語・英語以外の言語の場合は日本語訳または英訳を添付すること（翻訳公証は必要ありません）。 

・日本円以外の預金残高証明書の場合は、留学センターで書類確認時のレートで換算します。   

□ ⑤経費支弁書（本人以外が経費を負担する場合のみ必要。） 

※所定用紙は以下よりダウンロードしてください。 

https://www.waseda.jp/inst/admission/assets/uploads/2021/03/defrayers_expense.pdf 

 

申請書類送付締切日  

入学手続き時に指定する日【郵送必着】 

※「在留資格認定証明書」の審査には 2〜3 か月の時間を要しますので、締切日にかかわらず、入学金・学費振込を速やかに完了し、早めに申請することを推

奨します。 

 

宛先       問い合わせ先 

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 1-7-14-4F          E-mail：cie-zairyu@list.waseda.jp 

早稲田大学留学センター 「在留資格代理申請」係 

電話:03-3207-1454 

 

氏名 (漢字)  

Name in Kanji  (If any) 

 

氏名 (ローマ字) 

Name in English alphabet 

 

現住所 (英語) 

(郵便番号を忘れずに) 

Current address in English alphabet 

with Zip Code 

 

 

郵便番号（Ｚｉｐ Cｏｄｅ）： 

電話番号(Phone number)： 

在留資格認定証明書の送付先（英語） 

(日本国外住所および受取人) 

Mailing Address of  

the recipient of COE in English 

alphabet(address outside of Japan) 

受取人名(Recipient’s name in English) 

 

住所（Address） 

 

都市名（City） 

州/省（State/Province） 

国名(Country) 

郵便番号（Ｚｉｐ Cｏｄｅ） 

電話番号（Phone number） 

E メール 

E-mail address 

 

入学予定学部/研究科 

Undergraduate /Graduate School 
 

受験番号 

Examinee's number 
 

tel:03-3207-1454
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１１．付録                                                          
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特定国からの志願者に対する入学検定料免除措置制度 

 

以下の１．に掲げる条件に合致する出願者は、本人からの申請に応じて入学検定料を免除します。 

 

１．適用条件 

  文末に記載の対象国に居住し、かつ対象国の国籍を有する者。 

*居住国と国籍は同一の国である必要はありません。 

*重国籍の場合は、いずれの国籍も前項の国に該当していることが必要です。 

 

２．免除申請手続 

出願書類として提出を求めている入学検定料支払証明書の替わりに以下の書類を提出してください。 

１）検定料免除措置申請書（所定様式） 

２）パスポートのコピー（本人に関する記載事項の全ての欄） 

 

３．注意 

１）出願期間終了後の申請はいかなる理由でも受け付けません。 

２）本免除申請をする場合は、検定料を支払う必要はありません。誤って支払ってしまった場合、入学検定料

の返還は行いませんのでご注意ください。 

  ３）万が一、申請者が本免除措置の対象とならない場合や、虚偽の申請があった場合は、その事実が判明した

時点で出願自体を取り消すことがあります。 

    

 

[対象国*]  

アフガニスタン、アンゴラ、バングラデシュ、ベニン、ブータン、ブルキナファソ、ブルンジ、カンボジ

ア、中央アフリカ、チャド、コモロ、朝鮮民主主義人民共和国、コンゴ民主共和国、ジブチ、エリトリア、

エチオピア、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、ハイチ、キリバス、ラオス、レソト、リベリア、マダガ

スカル、マラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ミャンマー、ネパール、ニジェール、ルワンダ、

サントメ・プリンシペ、セネガル、シエラレオネ、ソロモン諸島、ソマリア、南スーダン共和国、スーダ

ン、シリア・アラブ共和国、タンザニア、東ティモール、トーゴ、ツバル、ウガンダ、イエメン、ザンビ

ア  

*OECD/DAC が発行する ODA 受給国リストに掲載される「Least Developed Countries」「Low Income Countries 

which are not LDCs」の認定国  
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2023年度 早稲田大学入学検定料免除措置申請書 

 
申請日：  年 月 日 

 

 
早稲田大学の検定料免除を申請する場合は、所定の入学検定料を支払わず、出願時に本申請書を提出してください。

万が一支払った場合、返金は出来ませんのでご注意ください。 

 
適用条件：以下のいずれかの国に居住し、かつ対象国の国籍を有する者 

アフガニスタン、アンゴラ、バングラデシュ、ベニン、ブータン、ブルキナファソ、ブルンジ、カンボジア、

中央アフリカ、チャド、コモロ、朝鮮民主主義人民共和国、コンゴ民主共和国、ジブチ、エリトリア、エチオ

ピア、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、ハイチ、キリバス、ラオス、レソト、リベリア、マダガスカル、マ

ラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ミャンマー、ネパール、ニジェール、ルワンダ、サントメ・プ

リンシペ、セネガル、シエラレオネ、ソロモン諸島、ソマリア、南スーダン共和国、スーダン、シリア・アラ

ブ共和国、タンザニア、東ティモール、トーゴ、ツバル、ウガンダ、イエメン、ザンビア 

*居住国と国籍は同一の国である必要はありません。 

*重国籍の場合は、いずれの国籍も上記の国に該当していることが必要です。 

 
 

 
出願学部・研究科：         

 

 

出願者氏名：          

           姓       名 

 

国 籍 １：          
 

国 籍 ２：          
（重国籍の場合） 

 

現 住 所：          
 

 
 
 

受験番号 (事務所記入欄) 

 


